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① 市の物品購入(印刷、事務用品、教育用品、消防･防災用品等 21

分野)にあたっては、市内で営業するだけでなく、そこに居を構

え、家族が生活することにより地域経済循環に貢献するととも

に、商店街を構成したり、コミュニティの担い手となっている

地域に根差した家族経営の小企業・商店等に優先的に発注する

工夫は考えられないか？ 

→(市長)物品購入については、良質・安価だけでなく、地域雇用の

安定化、地域産業の振興なんどの面から、市内業者あるいは市内に

営業所を有する業者（準市内業者）に優先的に発注している。今後

も市内業者の育成、受注の確保等に配慮した発注を推進するととも

に、地域の社会経済情勢に配慮した上で、適切な公共調達を行うた

め、入札契約制度の改善に努めていく。 

② 「営業所もどき」の個人宅やアパートに、転送電話を置くだけ

で大手を振って「準市内業者」として入札に参加する市外業者

の是正策は？ 

→(市長) 入札参加登録時に 3 つの要件が確実に担保されているか

をチェックする方法を検討していく。また、(外部から)要件を満た

していないとの指摘があって場合には是正指導を行い、場合によっ

てはその業者の準市内業者としての登録をはずすことも考えたい。 

富士市議会報告 
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質問 1・・公共工事や民間企業等が取り組む新設・増設工事への市内建設業の受注促進策は？ 

① 新環境クリーンセンター建設事業は、地元企業の参加や資材

購入等、資金の市内循環にどのように取り組むのか？ 

→(市長)建設ＪＶの構成員として実績やノウハウを持つプラン

トメーカーと、市内又は県内建設業 1 社又は 2 社の組合せを

指定し、参加要件を満たした市内企業が参加できる仕組みにし

ている。また総合評価一般入札の評価項目に、市内企業への発

注額や資材の購入額等を定量評価することとしている。 

② 補助金を交付して建設する富士駅周辺、吉原商店街等で検

討・計画されている市街地再開発事業に対しては？ 

→(市長) 施行者に対し事業計画評価の際に、市内事業者の活用

などを評価項目に加えることを、市として働きかけていく。 

③ さまざまな民間企業の新設・増設工事等に関する市内建設会

社の下請け事業者としての活用促進は？ 

→(市長)｢富士市の営業部長｣として、私(市長)や副市長、産業

政策課の職員等が、民間企業を訪問し、市内建設会社を活用す

るよう積極的に要望していく。 
 
質問 2・・地域に根差した小企業・商店等に優先的に発注する工夫は考えられないか？ 

小池としあきが､11 月定例議会で､ 
35 回目の一般質問に臨みました！ 
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■29年度から工事が始まる 
新環境クリーンセンター敷地 

■地域に根差した「市内企業」と、転送電話で対応する「準市内企業」 

■再開発に向け準備組合が 
設立された富士駅北口地区 

皆様、新年明けましておめでとうございます。 
昨年末の 11 月議会では｢富士市内での経済循環｣を大きなテーマにしました。 
市が直接「お金」を支出して進める公共工事や物品購入、情報システム等に

加え、市内で投資・建設される民間企業の新設・増設工事でも、なるべく市内
の業者が受注し、「お金＝資金」が市内で循環するような取組みが必要では？と
の観点から市長に質しました！ 

■物流企業の新設工事が進む第二東名ＩＣ周辺土地区画整理事業区域 

■準市内業者の入札参加登録要件 

市外の本社 

｢営業所もどき｣ 

資金の 
市外流出 

転送電話対応 

資金の 
市内循環 
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10～12月の活動 

ＵＪＩターンをサポートする「ふるさと回帰フェア」(10/22)…全国
各地の自治体がブースを出し、首都圏から地方にＵＪＩターンを考え
ている人にアピールする場です。｢東京に進学、就職し結婚したが、
子どもが生まれると、東京暮らしは一気に困難になる。そんな 30 歳
過ぎのＵターン希望者が多いが、そうした彼らに情報提供し相談に乗
る受け皿が少ない」。富士市も積極的に取り組む必要性を感じます！ 

ブログ(インターネット上の日記)を覗いて見て下さい｡ほぼ毎日更新しています｡ 検索は｢小池としあき｣で！(http://koike473.exblog.jp/) 

「地域経済を見る眼とＲＥＳＡＳの活用」研修会（10/22～23）･･今
回の一般質問で触れた地域経済分析システム･ＲＥＳＡＳＳ(リーサ
ス)の研修会です。人口や産業に関し、国や県が集計するデータに加え、
民間の個別企業間の実際の取引関係や、きめ細かな人の移動の情報を
知ることができます。こうしたビッグデータをもとに、富士市のこれ
からの中核となる産業の可能性等を検討する重要なツールです！ 

富士川ＳＡに建設中の大観覧車を視察(11/2)･･議会の有志で建設中
の大観覧車を視察しました。NEXCO 中日本の土地に大阪の泉陽興業
（各地の遊園地等で建設運営実績有）さんが建設しています｡高さ 60
ｍの観覧車は｢富士山を間近に感じながらの空中散歩｣が売りです｡料
金は 1 回 12 分で 700～800 円/人､2 月 23 日オープンです。富士
市の新たな立ち寄り拠点とランドマークとなることを期待します！ 

立地適正化計画に関する庁内勉強会(10/13)･･人
口の減少と高齢化が進む中、今後の都市計画･ま
ちづくりの在り方が根本から問われています。 

･･この秋は「富士市制 50周年記念式典」を中心に、多くのイベントが続きました！ 

市制 50周年記念記式典と「ふじ・紙のアートミュージアム」オープ
ン（11/1）･･11 月 1 日は､様々な富士市制 50 周年記念行事が開か
れた中で､ロゼシアターに念願の「ふじ･紙のアートミュージアム」が
開館しました｡オープンを記念して世界的な造形作家･日比野克彦氏
の作品展｢文化はＦＵＮＥに乗ってやってきた｣が 1 月末まで開かれ
ています｡ここを拠点に市内全域への｢紙のアート｣の拡がりを期待！ 

今年で 6年目を迎えた「富士市議会報告会」（11/14、20）･･議員 32
名が 6 班に分かれ市内各地区で報告会を行います。私は今年は富士北
まちづくりセンターと､市内全域を対象とした消防防災庁舎での計 2
回を担当しました｡どの会場でも各地の議会で問題となっている｢政務
活動費｣について質問を多数いただきました｡問題になる使い方は論外
で､いかに政務活動費を活用して｢政策提案の成果を上げるか｣です！ 

県内一のフロア面積「吉原二中屋内運動場」竣工(10/31)･･昨年から
改築工事が進められていた吉原二中の体育館が完成しました。最近は
重層（二階建）の体育館が多いのですが、二中は平屋建てでとにかく
フロアが広いです。南北 80ｍ、東西 26ｍのフロアは、県内でも最
大の学校体育館です。昼間は生徒が、夜間は地域の皆さんが利用し、
また災害時には避難所をはじめとする防災拠点として備えます！ 

駿河台三丁目「生かされて ありがとう会」（10/2）･･｢町内の三世
代交流｣がテーマの｢ありがとう会｣も 5 回目となりました。主催は
町内の女性有志団体｢桔梗の会｣です。午前中は民謡、マジック、太
鼓等を楽しみ、お昼は｢カレーライス｣か｢ちらし寿司｣をいただきま
す。午後からは大盛り上がりの輪投げ、ビンゴと続きました。｢敬老
会｣だけでなく、多くの世代が互いに敬う交流の場の重要性を実感！ 

4 回目となった吉原高校避難所開設・運営訓練(12/4)･･3 地区 7 町
内の避難所となる吉原高校での訓練です。昨年完成した 27
度版マニュアルに基づき避難所の開設、避難者の受入れ、各
町内も含めた必要な物資の要請・受取り・配布、安全・安心
な避難所運営などについて訓練を行いました。特に今年は吉
原高校の生徒さん達が参加するとともに、新聞部の皆さんに
は取材いただきました。「吉高新聞」の発行が楽しみです！ 

今年の環境フェアは「クールチョイス 22（ふじ）」のキックオフ
（12/3）･･クールチョイス(COOL CHOICE)｣とは温暖化防止のた
めに一人ひとりの生活中で｢賢い選択｣をしようという取組みです｡消
灯､温度設定､節水等に加え､クルマ､家電､住宅等もそうした視点で選
択しましょうという国民運動です。この運動のスタートに合せ､私が
昨年議会で提案した｢公害アーカイブス(映像記録)｣が｢公害克服史｣と
して完成し上映されました｡市内の子ども達に是非見てほしいです！ 

人口急増時代に必要だった郊外の新市街地がこれからも必要かつ維
持できるでしょうか？私は三世代位(50～60 年位)かけて、緩やか
にまちを複数の拠点エリアに集約していくべきだと思うのですが？ 

http://koike473.exblog.jp/

